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日本付近のＰ波およびＳ波の３次元速度構造　－その２－
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　現在，気象庁では，３次元速度構造を用いた震源決定手法の開発を進めている（中村・他, 2000）。今回は，
その基となる，日本全国を対象とした 10km メッシュのＰ波およびＳ波の３次元速度構造を暫定的に求めたので報
告する。
　本研究では，Zhao et al. (1994)の地震波トモグラフィー法の解析プログラムを改良し，北緯 20 度～48 度，

東経 120 度～154 度，深さ 800km 以浅の領域に適用した。陸域浅部と海域や深部では解像度が異なるため，グリッ
ド間隔の違う複数のモデル空間を組み合わせて利用できるように改良を行い，前者は約 10km 間隔，後者は約 30km
間隔とした。不連続面として，コンラッド面，モホ面，太平洋プレートの上面境界を明示的に与えた。海域など，
コンラッド面やモホ面の深さ分布が得られていない領域については，アイソスタシーを仮定して海底地形のデー
タから算出した。海域など一部の不連続面が不明瞭になる領域に対応するため，途中で途絶える不連続面を設定
できるように改良した。また，Zhao et al. (1994)で用いられている波線追跡法（Snell の法則と pseudo bending(Um
and Thurber, 1987)を組み合わせた手法）を，実際に速度不連続がない領域に不連続面を明示的に与えて適用し
た場合，解が不安定になる場合が稀に発生するため，pseudo bending だけを用いた波線追跡を併用した。
　利用したデータは，対象領域内の 2,540 観測点で得られた対象領域内で発生した 11,614 地震，対象領域外

で発生した 336 地震の約 28 万個のＰ波到達時と約 14 万個のＳ波到達時である。これらは，気象庁にデータ収集
されている関係機関の高感度地震計で得られた観測値や，USGS，ISC でとりまとめられた観測値だけでなく，大
学等によって行われた自己浮上式海底地震計を用いた臨時観測等による観測値や，爆破地震動研究グループによ
る観測値が含まれており，併せて用いている。
　本研究により，これまでにない高解像度の全国を対象としたＰ波およびＳ波の３次元速度構造が得られた。

得られた３次元速度構造の特徴は以下の通りである。深さ 10～40km におけるＰ波およびＳ波の低速度域の周辺，
高 Vp/Vs 比域の周辺に活火山が位置する。これは，活火山下に存在するマグマによる影響であると考えられる。
沖縄トラフに対応して，深さ 30km～50km においてＰ波およびＳ波の低速度域と高 Vp/Vs 比域が存在する。これは，
マントル物質が沖縄トラフの拡大に関与していることを示すものであると考えられる。1900 年以降に発生した内
陸浅発大地震の震央は，深さ 20～30km におけるＰ波およびＳ波の低速度域の周辺に位置する。また，活断層の多
くは，深さ 10～30km におけるＰ波およびＳ波の低速度域の周辺に位置する。これらは，Zhao et al. (2000)が指
摘したように，Ｐ波およびＳ波の低速度域周辺は，活火山，マグマ溜まり，沈み込むスラブの脱水が関係してい
る地殻弱部に対応するためであると考えられる。Obara(2002)が指摘した，西南日本の非火山地域でフィリピン海
スラブの等深度線に沿って発生する低周波地震は，低 Vp/Vs 比域を避けて発生している。これは，低 Vp/Vs 比域
においては，低周波地震を発生させるのに必要な流体が十分に存在しないためであると考えられる。川崎(2002)
が指摘するサイレント地震のすべり域は，深さ 20～30km におけるＰ波およびＳ波の低速度域と高 Vp/Vs 比域に位
置する。これは，これらの領域においてはプレート境界の物質が蛇紋岩化しており，プレート間のカップリング
が弱いことを示唆している。中部日本の深さ 30～40km 付近に，Ｐ波およびＳ波の強く広域に渡る低速度域が存在
する。この領域が，太平洋プレートの沈み込みに関係する火山フロントに位置すること，フィリピン海プレート
周辺の地震活動がほとんど見られない領域に位置することから，太平洋プレートの沈み込みに伴うマグマ生成過



程がフィリピン海プレートにおけるマグマ生成過程を活性化している可能性が考えられる。
　今後は，さらにデータセットを充実させるとともに，中村・他（2002）で述べられているような解析パラメー

タの最適化を行い，より現実的な３次元速度構造の決定を目指す。
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